
 

 

 

* 45年ぶりに故郷で生活再開 * 
       （北海道伊達市）斉藤健三さん 

2011（平成 23年）10月、故郷北海道伊達市北黄金に戻

りました。 

まさか、定年後、生まれ故郷の土地そのもので生活する

ことになるとは、その可能性は全く無く、夢にも思ってい

ませんでした。 

 しかし、偶然がいくとも重なり全く可能性の無かったこ

とが起こりました。長兄が残した家に一人住む老母と妻子

を亡くした私が同居することになったのです。 

 実に 45 年半ぶりに故郷に戻りました。住所・氏名を入

れたタオルを持参して、近隣の家に挨拶にまわりました。 

挨拶時には、母や長兄の名を出さないと分かってもらえな

いこともしばしばです。45歳未満の人や移住・結婚 45年

未満の人は初対面が殆どです。 

 近くに住む叔父一家や私の兄弟達が、家の内外の清掃・

草刈り等をして老母一人の生活を支援してくれましたが、

私が同居することになるとそれなりに整理・整頓が必要で

結構時間がかかりました。 

 帰郷したことを伝えると、小学校時代のクラスメイトは

登別温泉で歓迎のクラス会を開いてくれ、道内在住者の内

15名が参加してくれました。 

 自治会は昔の部落単位（ナンバー部落）で、高齢者が多

く、近隣の自治会も含め昨年 12 月だけで 5 件、今年 1 月

～3月に 5件の葬儀があり、全て母の名代で出席しました。 

 家近くの雑草に覆われた荒れた畑 2反歩を回復すべく、 

近所の人にトラクターで耕してもらい、今年はとりあえず

蕎麦を植えました。花が咲く（写真）までは順調でしたが、

肥料の配分が悪かったようで茎がひょろ長くなり、倒れて

しまって半分ぐらいしか刈り取れませんでした。 

腰を曲げての

手刈り作業は

腰が痛くなっ

て長時間は続

けられません。 

 老母が今ま

で細々とやっ

ていた野菜作

りは「来年か

らはお前が全部やれ」と後継ぎを宣言されてしまいました

が、老母は腰が曲がっても元気で、息子達（私の兄弟）や

内孫（長兄の子供）達が時々会いに来ると、自分作った野

菜をお土産に渡すのを楽しみにしております。 

 畑回り、道路の端の草刈りを草刈機で 1～2 ヶ月ごとに

しているのですが、草を刈った藪の中に穴を発見、子狐 3

匹が生まれていました。この子狐が家の前に敷いた砂利の

上に毎日遊びに来て、わざわざ糞をして行くのには参りま

した。忌避剤なるものが効果があると分かり撒いたのです

が、3日に 1度ぐらいはまだやっていきます。 

 隣の室蘭市には先輩の後藤さんが住んでおり、近くなの

で一杯やろうと誘われていたのですが、田舎なので車を運 

 

 

 

 

 

 

 

 

転しないで往復するための方法としてバス停まで１㎞歩

き１時間に１本のバスを利用すれば可能なことが分かり、

近々やれる運びとなりました。 

 45 年ぶりの故郷での田舎暮らしはまだまだ馴染めませ

んが、故郷も昔とは大分変化しております。大きなかわり

様は農業を辞めた家が多いこと、そのため耕作してない田

畑が目立ち、戸数は変わらないが後継ぎが即ち若い人が少

ないため、特に小学生は生徒減で統廃合が取り沙汰されて

います。逆に老人が多いということで、敬老会は人数が多

過ぎて会館に入りきれないので開催せず、記念品の配布だ

けとなっています。 

 農家の一軒家なので、畑の真ん中に建っており、狐の他、

エゾシカも時々出てきて野菜を食べて行きます。又、大雪

が降ると（伊達市は北海道の湘南と呼ばれる通り冬も比較

的温暖で、雪も少ないが一冬に数回は 30ｃｍ以上の雪が積

もる）市が除雪してくれる公道まで 200 の私道の除雪は

自分でしなければなりません。近所の人がトラクターで手

伝ってくれますが、それまでは雪に閉ざされたままになる

ので、自力でできる除雪機を買うことにしました。 

 故郷に戻って 1 年経ちましたが、揃える物、馴染む事、

勉強する事、整理する物事等、毎日を結構忙しく過ごして

おります。 

 
“２４年秋季ゴルフコンペ開催“   

山形剛士さん優勝 

平成２４年９月２８日（金）クリアビューＣＣに於いて

恒例のゴルフコンペが開催されました。 

 当日は、台風 18 号の影響で午前中は強風が吹き荒れ、

午後は小雨の悪コンディションではありましたが、全員元

気よく熱戦が繰り広げられました。また、長年積み上げて

きたハンディの見直しが行われ、新ハンディにより成果を

競い合った結果、山形剛士さんがネット 65 のハイスコア

で優勝されました。 

山形さんは、強風の中で前半を 42 という驚異的なスコ

アをたたき出し、さすがテクニシャンといわしめました。 

 また、同組の足助さんは準優勝のほかベスグロにニヤピ

ン賞３個を獲得するなど大活躍でした。 

参加された方々と入賞された方は次のとおりです。 

「参加者氏名（スタート順・敬称略）」 

１組・富岡 斎・富岡安都子・阿部正一 

２組・林 憲男・沖本良平・山形剛士・足助 正 

３組・菅原和夫・濱田 治・菅原志郎 

「入賞された方（敬称略）」 

順位 氏 名  グロス ハンディ ネット・その他 

優勝  山形剛士  90   25   65   

二位  足助 正  88   20      68    BG NP×3 

三位  富岡 斎  95      21      74    DC×2 

「優勝された山形剛士さんの喜びの声」 

体力の衰えで飛距離は落ち、若手?の台頭で、優勝など

有り得ないと諦めていました。 
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ハンディの改訂とゴールドティーの使用に助けられての

結果です。午前中ハイスコアで，久しぶりに 80 代で上が

れると無理をして、失敗したのが残念でした。 

 昔、中四国では、「明朋会」なるゴルフ同好会が有り、

年数回コンペをしていました、当時 70 歳を超えて参加さ

れる OB もいて、怪物と思っていました。私も怪物の歳に 

なりましたが、同伴した沖本様・林様は 80 歳を超えて、

ドラコンまで持っていくのですから、大怪物です。 

 私も、大怪物を目標に、精進したいと思っています。 

            〈レポーター濱田 治さん〉 

「事務局より」 

今回は、参加人数 10 名と幾分さみしいコンペとなりま

した。次回（春季大会）の開催は 25年 5月 15日(水)を予

定しており

ます。計画が

できました

ら事前にご

案内いたし

ますので、奮

っての参加

をお待ち申

し上げてお

ります。 

 

中央地区 懇親会開催 
 

平成 24年 10月 20日（土）12：00から東京駅北口のレ

ストラン、ポールスターにて開催した。 

当日は、天候に恵まれましたが、旅行やら、孫の運動会

等で参加者 18名となった。   

松原さんの司会により進行、初めに法安会長から「今日

は天気がいいが集まりが少し悪い

ようですが、時間の許す限りご歓

談のうえ、ご親交を深めて頂きた

い」と挨拶され、引き続いて乾杯

を行った。 

乾杯と同時に個々に集まり、久し振りの再会を喜びあい、

近況を語り合う等、会場は早くも盛り上がりを見せていた。   

暫 ら く

ご歓談が

続いた後、 

参 加 者

恒例の近

況報告に

移った。 

「末宗さん」私は長い間、病気をしたり、病気が治れば九

州別府の両親の介護に行ったり 

で、大変でした。でも、久々に皆

さんのお顔を拝見し、昔を思い出

して話が弾みました。今後とも忘

れずに宜しくお願いします。 

 

「小熊さん」 20 年間抱えていた下の方の病気を手術し

たため、アルコールを 6か月間、止めてまして、やっとお

酒が飲めると喜んでいたのですが、突発性難聴を発症し耳

が聞えなくなり、強い薬を飲んで

いましたが、飲むのを中止した途

端、突然聞えるようになった。お

蔭でこの様な席にも出られるよう

になりました。 

「櫻井さん」 私が郵政省で給与を担当していた頃、芝尾

さんは NTTで給与を担当していて、芝

尾さんに NTTの悪口をぶつけていまし

たが概ね当たっていたそうです。 先

般、ゼミの後輩の和田君（NTTで社長、

会長を歴任）が、日本棋院の理事長に

就任されたとのことで、激励会をやり

ました。今は、テニスと囲碁で自分の

心を癒しています。 

「正田さん」 この会に出てき

ますと、懐かしい皆さんとお会

いでき、嬉しく思っています。

センツウ時代から絵を行ってお

り、展覧会に出品したり、現在

は、早稲田大学の公開講座（水

彩画）に週 1回通ったり、NTT、OBサークルの幹事をやっ

たり、田舎空き家ですので、時々帰り、庭の草刈り等をし

て体を動かして健康を保って行こうと思っています。 

「富岡さん」 93 歳の親父が一人で生活しているもので

すから、1週間分の買い物や病院へ連れ

て行たり、また、奥様の 86 歳と 80 歳

の両親もだいぶ足腰が弱っておりまし

て、今は、埼玉の「嵐山と狭山」を高

速で飛ばしながら、行ったり来たりし

ております。それと、週 1 回のゴルフ

をやっております。 

 また、93 歳の親父が麻雀が好きで、週末はだいたい親

父の所で麻雀をしています。その他、庭木の剪定やら、耕

運機で畑を耕したりしています。 

「芝尾さん」 現在、英語三昧しておりまして、週 2回テ

ストを受けております。その成果は、

妻を連れて外国を回ることです。その

他、私は長男ですので二親を送り、実

家を立て直し拠点は残しております。   

これからは、大きな志はありません

が、時々皆さんとお会いして一杯飲む

のが楽しみです。 

「今井さん」 80 歳になり疲れるので、栗の栽培は止め

ます。私も、昭和 53 年頃、突発性難聴

を患い、病院に駆け込みましたが、1時

間でも早く治療を受けることを進めま

す。早ければ早

いほど、治りが

早いです。 

 最後は、若手

の中野さんに締めて頂き、無事お

開きとなりました。 


